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          第２学年２組 国語科実践事例 

                                                 

１．単元名        どうぶつのひみつをしらべよう 

           「ビーバーの大工事」 

２．指導によせて 

 〈児童の実態〉 

 本学級の取り組みとして、読むことについて物語教材では、叙述をもとに登場人物

の気持ちに寄り添うことを大切にしてきた。「名前を見てちょうだい」では場面ごと

にえっちゃんの気持ちが表れている叙述に着目し、その時のえっちゃんの気持ちを丁

寧に考えていった。その際に役割を決め動作化を取り入れた音読をし、さらにえっち

ゃんの気持ちを味わえるようにした。そのことにより、子どもたちはえっちゃんの持

つ勇気、正しさに気付くことができた。また自分の気持ちをまっすぐに伝えることに

より、お母さんにもらった大切な帽子を自分の力で取り戻せたこと、最後まで決して

あきらめずに乗り越えた強さを感じ取ることができた。説明的文章では、子どもたち

が初発の感想で持った疑問をもとにし、叙述にそって話し合うことで解決し、自分の

思いを持つことを大切にしてきた。「たんぽぽ」では、花の茎が低く倒れるわけや晴

れた日に綿毛が開くわけ等を叙述にそって話し合うことにより、たんぽぽが仲間を増

やすために様々な工夫をしていることに気付き、自分の思いを持つことができた。ま

た視覚的な資料を用いることにより、文章に書かれていることをよりイメージしなが

ら考えることができた。 

 書くことについては、読み取ったことをもとに自分の思いをノートやワークシート

に表現できるように取り組んできた。書く機会を多くすることにより、書くことに抵

抗を持っていた児童も時間内に自分の思いを表現できるようになってきた。 

 話す、聞くことについては、「あすなろっ子の聴き方、話し方」を常に意識させて

取り組んできた。またハンドサインを活用することにより、友達の意見を自分の意見

と比べて聞けるようにし、話す際にも生かせるようにした。徐々に友達の意見とつな

げて自分の意見を話せるようになってきている。 

 本単元においても叙述をもとにして正確に読み取ること、「ビーバーのひみつ図鑑」

を作ることで読み取ったことを分かりやすく表現すること、読み取りについて自分の

思いを持ち、友達と伝え合うことに取り組んでいきたい。そしてビーバーが自然界で

生き抜くための知恵について十分に感じ取り、他の動物についての興味を持った読書

へとつなげていければと考える。 
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 〈身に付けさせたい言語力について〉 

    指導要領の中で特に本単元で力をつけたいと考えているのは、以下の項目である。 

 

 

読むこと 

 ア） 時間的な順序や事柄の順序などを考えながら内容の大体を読むこと。 

 イ）文章の中の大事な言葉や文を書き抜くこと。 

 ウ）楽しんだり知識を得たりするために、本や文章を選んで読むこと。 

  

話すこと・聞くこと 

 ア）大事なことを落とさないようにしながら、興味を持って聞くこと。 

 イ）互いの話を集中して聞き、話題に沿って話し合うこと。 

本教材「ビーバーの大工事」はカナダ、アラスカ、北アメリカに生息しているアメリカ

ビーバーを題材に、その生態を体の構造や機能と関連させて説明した文章である。日本で

は、動物園以外で見る経験はあまりない動物であり、ましてやダム作りの様子などほとん

ど知る機会はないと思われる。児童が持つビーバーの知識は少ないと予想されるだけに、

ビーバーが体の構造を生かし家族と協力してダムを作りあげ、その内側に家族を守る安全

な巣を作る姿に興味を抱き、感動することができるであろう。そこで以下の取り組みを中

心として前述の言語力を身に付けさせたいと考える。 

        

◎◎◎◎興味興味興味興味・・・・関心関心関心関心をををを向上向上向上向上させるためのさせるためのさせるためのさせるための取取取取りりりり組組組組みみみみ 

本教材にはビーバーの様子が分かる写真や挿絵がふんだんに使われている。それら  

の視覚的な資料を用い児童一人ひとりに「ビーバーのひみつ図鑑」作りに取り組ませたい

と考える。図鑑作りに取り組む際には、叙述をもとに大事な言葉や文を書き抜き、分かり

やすく工夫して表現させ、また自分の考えを必ず入れて児童独自の図鑑を完成させられる

ようにする。そのことで興味関心を持って読み取ることに加えて、ビーバーに対する自分

の思いを明確にさせることができると考える。また、読み取りをもとに動物クイズ作りを

することで、他の動物への興味ある読書へつなげていきたい。 

 

◎◎◎◎伝伝伝伝ええええ合合合合うためのうためのうためのうための基礎的基礎的基礎的基礎的なななな学力学力学力学力をををを身身身身にににに付付付付けさせるためのけさせるためのけさせるためのけさせるための取取取取りりりり組組組組みみみみ 

「ビーバーのひみつ図鑑」に書いた言葉を伝え合うことで、自ずから本文中の大事な言

葉に着目していくことになる。その際に必ず写真や挿絵と照応して説明させるようにする。

そのことで、よりイメージしながら叙述を理解できると考える。また、ビーバーについて

の自分の思いを出し合うことにより、自分が気付かなかったビーバーの良さに気付いてい

けるであろう。伝え合う際には、「あすなろっ子の聴き方、話し方」や「声のものさし」

を意識させ、ハンドサインを活用して友達の意見を自分の意見と比べて聞き、友達の意見

につなげて言えるように取り組んでいる。また動物クイズ大会の際には対話の形で行い、

互いに興味を持って集中して聞けるようにする。 

    

◎◎◎◎支持的風土支持的風土支持的風土支持的風土のののの育成育成育成育成のためののためののためののための取取取取りりりり組組組組みみみみ 

友達の意見のよさを味わい合えるように、友達の意見をテーマごとに一覧にまとめ  

て配布したり、掲示したり紹介したりする。そのことで子どもたちは今まで知らなかった
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友達のよさに気付いていく。また、話す機会を多く持ち認め合うことで、みんなの前でな

かなか大きな声で発表できなかった児童も徐々に自信を持って発表できるようになってき

ている。これらの取り組みを続けていきたい。 

 

３．単元の目標 

  ・書かれている事柄の順序に注意して、正確に読み取る。 

・動物について書かれた本を読み、読み取ったことをもとにクイズを作る。 

 

４．単元の指導計画（全１４時間） 

     学 習 活 動    教師の働きかけと留意点    評 価 規 準 

第

一

次

② 

○「ビーバーの大工事」の全

文を通読し、学習の見通し

を持つ。 

・教材文を通読して初発の感 

想を持たせる。 

・「ビーバーのひみつ図鑑」の

目次や挿絵、表紙の準備をさ

せる。 

〈関〉動物の生活につ 

いて書かれた文章に興味

を持ち、進んで学習に取

り組もうとしている。 

○ビーバーが木を切り倒す 

様子を読み取る。 

・「ビーバーのひみつ図鑑」に

どのように表現すれば分か

りやすいか話し合わせる。 

〈読〉叙述にそって、 ビ

ーバーが木を切り倒す様

子を読み取っている。 

○ビーバーの歯のしくみを 

読み取る。 

・「ビーバーのひみつ図鑑」に

まとめ、ビーバーの歯の仕組

みについて読み取らせる。 

〈読〉叙述にそってビ 

ーバーの歯の仕組みにつ

いて読み取っている。 

○ビーバーが木を運ぶ様子 

を読み取る。 

・「ビーバーのひみつ図鑑」に

まとめ、ビーバーが木を運ぶ

様子を読み取らせる。 

〈読〉叙述にそってビ 

ーバーが木を運ぶ様子を

読み取っている。 

○ビーバーがダムを作る様 

子を読み取る。 

・「ビーバーのひみつ図鑑」に

まとめ、ビーバーがダムを作

る様子を読み取らせる。 

〈読〉叙述にそってビー

バーがダムを作る様子を

読み取っている。 

○ビーバーのダムについて 

読み取る。 

・「ビーバーのひみつ図鑑」に

まとめ、ビーバーのダムにつ

いて読み取らせる。 

〈読〉叙述にそってビー

バーのダムについて読み

取っている。 

第

 

二

 

次 

⑥ 

○安全な巣を作って暮らす 

ビーバーの知恵を読み取 る

。（本時） 

               

・「ビーバーのひみつ図鑑」を

まとめ、安全な巣を作って暮

らすビーバーの知恵を読み

取らせる。 

〈読〉叙述にそってビー

バーの知恵を読み取って

いる。 

第 

 

三 

 

○「ビーバーのひみつクイズ

」を作成する。 

・「ビーバーのひみつ図鑑」を

もとにクイズを作らせる。 

〈書〉読み取ったことを

クイズの問題と答えにし

て分かりやすく書いてい

る。 
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○「ビーバーのひみつクイズ

」を交流し合う。 

・「ビーバーのひみつクイズ大

会」では、二人組で分かりや

すく伝えられるようにする。 

〈話聞〉クイズの問題を

集中して聞いたり分かり

やすく答えたりする。 

○興味を持った動物につい

 て本で調べ「どうぶつのひ

  みつクイズ」を作成する。 

・ 図書流通システムで集めら

れた本の中から興味のある

動物の本を選んで調べられ

るようにする。調べたペー

ジに付箋を貼らせる。 

〈書〉本で調べたこと 

をもとにクイズの問題と

答えを考えて分かりやす

く書いている。 

次 

 

⑥ 

○「どうぶつのひみつクイズ

」を交流し合う。 

・「どうぶつのひみつクイズ大

会」では、二人組で分かりや

すく伝えられるようにする。

「どうぶつのひみつクイズ

しゅう」にまとめる。 

〈話聞〉クイズの問題 

を集中して聞いたり分か

りやすく答えたりする。 

 

５．本時の目標 

 ・「ビーバーのひみつ図鑑」をまとめることで、安全な巣を作って暮らすビーバーの知  

恵を読み取ることができる。 

 

６．本時の展開 

   学 習 活 動      教 師 の 支 援  評 価 の 観 点 

１．今日の学習のめあて（

ビーバーのすのひみつを

さぐろう）を確かめる。 

 

２．「ビーバーのひみつ 

図鑑」を書く。 

 

３．「ビーバーのひみつ 

図鑑」に書いたことを 発

表する。 

 

４．今日の学習を振り返 

る。 

 

 

 

 

 

・全員で音読をして今日学習するとこ 

ろ（Ｐ３０Ｌ６～Ｐ３１最後）を確認

する。 

 

・叙述に即して、図をもとに分かりやす

くまとめられるようにする。 

 

・本文の叙述は赤線、自分の思い、分か

ったことは青線で囲ませ、区別させる

。 

 

・「ダムができあがって、水がせき止め

られる。」「内がわにみずうみができ

る。」「みずうみの真ん中に、すを作

る。」「すは木と石とどろをつみ上げ

て作る」「まるで水の上にうかんだし

まのよう」「すの入り口は、水の中に

ある。」「およぎの上手などうぶつで

（読） 

「ビーバーのひみつ図

鑑」にまとめることで

、安全な巣を作って暮

らすビーバーの知恵を

読み取ることができる

。 

（発言、「ビーバー の

ひみつ図鑑」） 
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ないと入れ ない。」 

「てきにおそわれないあんぜんなすを

 作るためにダムを作る。」の言葉を 

 図と本文を照応させながら説明でき

 るようにする。 

 

・安全な巣を作って暮らすビーバーの 

知恵についての自分の思いを持てる

ようにする。 

 

・自己評価の表にマークを記入できる 

ようにする。 

 

７．考察 

◎◎◎◎興味興味興味興味・・・・関心関心関心関心をををを向上向上向上向上させるためのさせるためのさせるためのさせるための取取取取りりりり組組組組みについてみについてみについてみについて 

 子どもたちは「ビーバーの大工事」を初めて読んだとき、ビーバーの体の仕組みやダム

や巣を家族で力を合わせてつくり上げることなど「ビーバーのすごいところ」をたくさん

見つけることができた。また「ビーバーの大工事」についての疑問を持つことができたの

で、この疑問をもとに学習を進めていこうと考え、初発の感想を一覧にまとめ、いつでも

見られるように「ビーバーのひみつ図鑑」の１ページ目に掲載した。これは、自分の疑問

（読みの課題）が示されていることで自覚的にしかも主体的に読んでいこうとする姿をね

らってもいた。さらに、仲間の疑問を知ることで読みの課題の持ち方も仲間に学ぶ効果も

ねらっていた。 

 また、目次を話し合って決め、その下には自己評価欄をつけ毎時間振り返れるようにし

た。目次は読みの課題と直結する。図鑑のページ立てが共通の読みの課題となるので、読

みの交流をするときに伝え合いやすい効果をねらった。自己評価については読みを自覚化

させ、不満足な子どもには個別の支援をすすめやすくなる効果をねらった。 

 「ビーバーのひみつ図鑑」作りについては、初めは話し合いながら児童と共に作った。

この時間が後の図鑑作りに大きく影響した。まず叙述から分かることは赤鉛筆で囲み、自

分が思ったことや考えたことは青鉛筆で囲ませた。このことにより、叙述のよみと自分の

よんだ考えを分ける意識を育てるとともに、叙述を丁寧に読み取る姿勢とさらに自分の思

いを大切にしようとする意識を持たせることができた。特に疑問を取り上げ、子どもたち

が意見を出し合って解決できるようにした。そのことで子どもたちは一つひとつの言葉を

大切にし興味・関心を持続させて読み取ることができた。以下「ビーバーのひみつ図鑑」

の目次に沿って振り返る。 

 

①①①①木木木木をををを切切切切りたおすりたおすりたおすりたおすビーバービーバービーバービーバーのひみつのひみつのひみつのひみつ（３／１４）  

 「川のほとりとはどこなのか」を分かりやすくするため川の絵を描くようにした。また「ガ

リガリ、ガリガリ」等の擬音語は吹き出しを活用するようにした。「みきのまわりが５０

センチメートルいじょう」が分かりにくそうだったので、木の幹を子どもの胴体に例えて
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実際に測ると理解することができた。「地ひびき」について地面がひびくとはどのような

状況なのかイメージさせた。そして木の堅さや重さに気付くことができ、さらに速さにつ

いて考えることができた。 

 

②②②②ビーバービーバービーバービーバーのはのひみつのはのひみつのはのひみつのはのひみつ（４／１４） 

「上あごのは」と「下あごのするどいは」との違いが分かるように、実際ののみを用意

し、どのように木をかじるのか動作化をさせてイメージさせた。またかじる様子が分かり

やすくなるように木やのみの絵を「ビーバーのひみつ図鑑」に描く姿も見られた。 

 

③③③③木木木木をはこぶをはこぶをはこぶをはこぶビーバービーバービーバービーバーのひみつのひみつのひみつのひみつ（５／１４）  

 「切りたおした木をさらにみじかくかみ切る」理由を考えることで川へ運びやすく工夫

していることに気づけた。また「ゆびとゆびの間にじょうぶな水かきがある後ろ足」をイ

メージするため自分の指を思いっきり開けて水かきのある場所を確認し、実際に水をかく

動作をしながら考える姿が見られた。また「オールのような形のお」でどのようにかじを

とるのか実際に画用紙を動かして向きを考えることができた。  

 

④④④④ダムダムダムダムをををを作作作作るるるるビーバービーバービーバービーバーのひみつのひみつのひみつのひみつ（６／１４） 

 「木のとがった方を川のそこにさしこむ」ことと「石でおもし」をする理由を考えるこ

とでダムが流されないようにする工夫に気付くことができた。また「家族そう出でしごと

をつづける」ことからお父さん、お母さん、子どもたちもみんなで力を合わせていること

を感じ取り、「夕方から夜中まで」からビーバーが夜行性であることに気付くことができ

た。 

 

⑤⑤⑤⑤ビーバービーバービーバービーバーののののダムダムダムダムのひみつのひみつのひみつのひみつ（７／１４） 

 「高さ２メートル」を１㍍物差しにより実際にイメージさせ、「長さ４５０メートル」

を運動場の長さと比較してとらえさせると、感嘆の声が上がった。また立派なダムができ

た理由を考えさせることにより今までの学習を振り返ることができた。ただ「なぜ一方の

川ぎしからはんたいがわの川ぎしまでダムがのびているのか」の疑問を取り上げられてい

れば、よりダムの役割について深められていたと考える。 

 

⑥⑥⑥⑥ビーバービーバービーバービーバーのすのひみつのすのひみつのすのひみつのすのひみつ（８／１４） 

 「みずうみのまん中にすを作るのはなぜか」という疑問が出たので、そこを糸口に話し

合いが展開していった。「ビーバーのてきはどんな動物か」「すとダムはどちらが先に作

られるのか」「なぜダムを先に作るのか」「すの入り口が水の中にあって２つあるのはな

ぜか」これらの子どもたちから出た疑問について考える中で、ダムが水をせき止めて水の

量を調節すること、だからダムを先に作って巣を作ること、敵がおそってこないように湖

の真ん中に巣を作ること、万が一敵が巣に入ってきても逃げられるように入り口が２つあ

ること等すべて「てきにおそわれないあんぜんなす」を作るための工夫につながることに

気付くことができた。そしてビーバーが自分の命、家族の命を一生懸命守っていることを

感じ取ることができた。 
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 これら①～⑥の読みは全て子どもの発言をもとに板書に図鑑の１ページをイメージさせ

ながら位置づけていった。子どもの伝えたい気持ちを重視するので叙述のあとさきは構わ

ず板書した。１時間の学習の終わりにはそのページの図鑑が子どもの読みでいっぱいにな

り、全体像が浮かび上がった。子どもたちは自分たちの伝え合いの充実により、図鑑が完

成していくことに満足感を積み重ねていることがその子どもの様子からもうかがえた。 

    

◎◎◎◎伝伝伝伝ええええ合合合合うためのうためのうためのうための基礎的基礎的基礎的基礎的なななな学力学力学力学力をををを身身身身にににに付付付付けさせるためのけさせるためのけさせるためのけさせるための取取取取りりりり組組組組みについてみについてみについてみについて 

 伝え合うためには「読む力」「書く力」「話す、聞く力」が必要になってくる。一つひ

とつの叙述を丁寧に読み取ることで「読む力」をつけること、そして気付いたことや思っ

たことを書く機会を多くもつことで「書く力」をつけること、このことにより話したい内

容をもつことができる。本単元では一つひとつの叙述を丁寧にイメージさせながら読み取

らせること、その中から出た子どもたちの疑問をもとに考えさせることを大切にしていっ

た。そして意見を出し合う中で自分の疑問を解決できる経験を積ませると子どもたちの伝

えたい気持ちが高まってきた。 

 「ビーバーのひみつ図かん」を書くときには、挿絵を活用し図と照応してまとめられる

ようにした。また挿絵の拡大図を黒板に用意し、指示棒を用いることにより図と照応させ

ながら説明することができた。そして「あすなろっ子の聴き方・話し方」や「声のものさ

し」を意識して分かりやすく話すことができ、ハンドサインを活用し友だちの意見と比べ

て聞くこともできた。 

 

◎◎◎◎支持的風土支持的風土支持的風土支持的風土のののの育成育成育成育成のためののためののためののための取取取取りりりり組組組組みについてみについてみについてみについて 

 友達の意見の良さを味わうため、本単元でも初発の感想をテーマごとに一覧にまとめて

配布した。すると自分が気付かなかったビーバーのすごいところに気付いたり、友達の疑

問について一生懸命考えて意見を言ったり、「自分も同じことを思ったよ」と声をかけた

りする姿が見られた。また単元の終末、出口となる活動として位置づけた「どうぶつのひ

みつクイズ」では自分がクイズをつくりたい動物を選んでその図書を読んだ。その図書の

叙述からその動物ならではの習性や体のしくみのふしぎをクイズにする子どもが多く見ら

れた。ことばを選び、クラスの仲間を相手意識におきクイズを出したり答えたりする場が

きっと楽しいだろうなとイメージしながらクイズの問題作りに取り組んだ。友達と対話形

式でクイズを出し合い、分かりやすい話し方を工夫して話すことができた。さらに、進ん

で友達に声をかけ多様な組み合わせで生き生きとクイズを出し合う姿が見られた。学習後

の感想には「２年２組全員、そして先生で学習できたのでよかったです。」という表現も

見られた。 


